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「世界遺産×SDGs」学習指導案 
 

作成者 ⼩野寺弘倫 
学校種別 中学校 
学年 3 年 
科⽬ 社会科 

１．単元名 
四国遍路の世界遺産化 
（世界遺産検定３級公式テキストを副読本として使⽤） 
 

２．本時について 
（１）本時の主題 

持続可能な世界⽂化遺産の保護の在り⽅ 
 

（２）本時の⽬標 
・世界遺産保護の取組について理解している。（知識・技能） 
・世界遺産に登録されることによる⼈々の⽣活への影響や保全と保存の考え⽅の違いを踏まえ、保護

の取組の在り⽅について多⾯的に考察し表現している。（思考⼒・判断⼒・表現⼒等） 
・⽂化遺産保護の取組の違いを踏まえ、他の世界遺産の保護について主体的に探求しようとしている。

（学びに向かう⼒・⼈間性等） 
 
（３）本時の展開（※本時の展開の構成は⾃由に変更いただいて構いません） 

 学習内容・学習活動 指導上の⼯夫 評価 
導
⼊
7
分 

・世界遺産がどのように保護され
ているか予想する。（ペア→全体） 

・保護の仕組みについて予想させ
るために、古都京都の⽂化財を例と
する。 
先⽣：「古都京都の⽂化財はどのよ

うに保護されているのだろ
うか。」 

⽣徒：「法律で保護されている。」 
   「管理⼈が守っている。」 
先⽣：「京都市が景観計画を作って

いる。」 
 

・授業に積極的に参加
している。 
（ワークシート） 
 

展
開 
38 

・世界遺産保護の取組について理
解する。（⼀⻫） 
 

・世界遺産保護について理解を深
めるために、バッファー・ゾーンに
ついて説明する。 

・世界遺産保護の取組
について理解してい
る。（ワークシート） 
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分  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・世界⽂化遺産保護の取組の違い
がある背景や要因について考える。
（ペア→全体） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・世界⽂化遺産の保護の取組の在
り⽅について考え、話し合う。 
（個⼈→⼩集団→全体） 

・バッファー・ゾーンについて理解
を深めるために、古都奈良の⽂化財
での例を提⽰する。 
先⽣：「世界遺産には保護のために

バッファー・ゾーンの設定
が求められる。」 

・⽇本における保護の取組につい
て理解するために⽂化財保護法や
古都保存法の資料を提⽰する。 
先⽣：「⽇本では⽂化財保護法や古

都保存法のような法律を定
めて保護している。」 

 
・保護の取組に違いがある背景や
要因について考えさせるために、条
例や都市計画で景観を保護してい
る古都京都の⽂化財と若草⼭モノ
レール問題を巡る古都奈良の⽂化
財、橋建設を巡るドレスデン・エル
ベ渓⾕の事例を提⽰して⽐べさせ
る。 
先⽣：「同じ世界遺産でも保護の取

組にこのような差があるの
はなぜだろうか。」 

⽣徒：「保護による制限が厳しくな
ると困る⼈がいるから。」 

   「保護への⼈々の意識が違う
から。」 

 
・保護の取組の在り⽅について考
えるために、取組に差がある理由や
背景に着⽬させる。 
・多様な意⾒に触れさせるために、
班での話し合いの内容をロイロノ
ートで共有する。 
先⽣：「持続可能な世界⽂化遺産の 

保護を実現するためにどう 
すればよいだろうか。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・授業に積極的に参加
している。（観察） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・授業に積極的に参加
している。（観察） 
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⽣徒：「住⺠や専⾨家の意⾒を踏ま
えて考えていく。」 

   「保護すべき範囲を明確にし
て、誰もが納得できる計画
を⽴てる。」 

ま
と
め 
5 
分 

・本⽇の学習内容をまとめる。 
（個⼈） 

・本⽇の学習を踏まえて、世界⽂化
遺産保護の在り⽅を考える。 
先⽣：「持続可能な世界⽂化遺産の 

保護を実現するためにどう 
すればよいだろうか。」 

⽣徒：「専⾨家が保護すべき対象や
範囲についてアドバイス
し、保護による影響を考慮
し、住⺠の意⾒などを踏ま
えた上で、保護計画を決定
する。」 

・世界遺産に登録され
ることによる⼈々の
⽣活への影響や保護
の取組の違いを踏ま
え、保護の取組の在り
⽅について多⾯的に
考察し表現している。
（ワークシート） 
・⽂化遺産保護の取組
の差を踏まえ、他の世
界遺産の保護につい
て主体的に探求しよ
うとしている。 
（ワークシート） 

 
３．その他（授業のポイントや板書計画、資料などを記載してください） 
この授業は SDGｓの⽬標 11「住み続けられるまちづくりを」、⽬標 17「パートナーシップで⽬標を達成
しよう」と関連した内容である。 
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